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第１１回 揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 議事要旨

日 時：平成 30 年 11 月 19 日（月）13 時 25 分から 14 時 40 分 
場 所：揖斐川町役場 ３階 防災対策室

１．開会

２．挨拶（揖斐川町長）

３．報告及びその審議結果等

（１）第１０回推進協議会の議事概要について

事務局から、第１０回推進協議会の議事概要について説明された。

（２）平成 29 年度の活動報告及び平成 30 年度の活動状況等について

①揖斐川町から、「徳山湖自然環境観察会」、「徳山自然体験事業」、「旅行会社主

催による揖斐川上流域自然体験ツアー」、「徳山ダム観光放流」及び「徳山湖Ｅ

ボート体験」を実施したことが報告された。徳山湖自然環境観察会では、平成

30 年度より試験的に、新たな 3 つのコースで運航し、好評であったと紹介さ

れた。また、今年度は京都のツアー会社主催で、プラネタリウム見学ツアーに

お越し頂いたことから、今後は関西方面への PR の実施を進めていきたいと報

告された。

②生命の水と森の活動センター協議会から、「実のなる木を植えよう大作戦」、「小

中学生による苗木のホームステイ活動」、「藤橋星の家を利用する児童生徒等の

各種研修活動への支援と体験活動」や情報発信に関して、惠の森づくりコンソ

ーシアム「森あそび・森まなび」に参加して大変好評であったと報告された。

また、平成 30 年度は昨年度の惠の森づくりコンソーシアム「森あそび・森ま

なび」に参加されていた他団体からの招待を受け、新たなイベントに参加し、

外部への情報発信を行ったと報告された。

③徳山ダム管理所から、平成 30 年ダム管理の状況を報告した後、徳山湖の水質

監視（水質調査）、水の週間のダム見学、徳山ダム・揖斐川町 PR 写真撮影会、

「徳山ダム観光放流」、小中学生の徳山湖内巡視体験や、土日祝は PR 施設と

して展示室の開放などを実施したことが報告された。また、平成 30 年度は関

西方面からのミステリーツアーにより、徳山ダムにお越し頂き好評であったと

報告された。

④木曽川上流河川事務所横山ダム管理支所から、通年実施しているダム見学会や

「森と湖に親しむ旬間」に併せてイベントを実施したことが報告された。

⑤名古屋市上下水道局から、名古屋市上水道給水区域の小学生とその保護者を対

象に「木曽三川水源林保全体験」（間伐作業体験、徳山ダム見学）を実施した
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ことが報告された。平成 31 年度以降に関しては、間伐の適地が少なくなって

きたことから、E ボートの体験に切り替えていく予定であることが報告された。 
⑥西濃広域観光推進協議会から、「国内観光プロモーション」、「ぎふ西美濃スタ

ンプラリー事業」、「鉄道ツアー」（旅行会社との連携）、「海外観光プロモーシ

ョン」における観光 PR を実施したことが報告された。 
   ⑦大垣商工会議所から、「全国水都ネットワーク会議」への参加、「西美濃産業観

光読本」（改訂版 2,000 冊）を作成したことが報告された。 
   ⑧中部電力(株)から、揖斐川筋の漁協・小学校・教育委員会に対する水難事故防

止 PR 活動や入川者に水難事故を注意喚起するのぼり旗の設置、いびがわマラ

ソンの運営協力、横山発電所の施設見学会の実施や、揖斐川上流域の清掃活動

へ参加したことが報告された。 
   ⑨揖斐農林事務所から、「緑と水の子供会議」として揖斐川町・池田町の小中学

校において総合学習等の時間を利用して森林、林業、水環境に関する学習や体

験活動を実施したことが報告された。また、平成 30 年度は、平成 24 年度か

ら治山事業で実施していたコア山の植樹活動について、獣害防止対策ネットの

入れ替えを実施したことが報告された。 
   ⑩揖斐県事務所から、西美濃夢源回廊協議会の事業として、「西美濃再来る（サ

イクル）交流会 2018 初夏の陣」を実施したことが報告された。 
    
４．その他 
   ①大垣市から、コア山への植樹活動について、小学生達が自分が植えたところが

どこか分かるのか、もし分かれば、自分たちが植樹した木が生長する姿を継続

的に見守って貰うことができるのではないかと意見があった。 
②揖斐川町からこれに対して、小学生の植えた木には、木で作った名札を横に指

しているが、5～10 年で無くなってしまうこと、また、立地上、気軽に来られ

る場所では無いが、年一回一般参加可能な植樹イベントがあることを伝え、ぜ

ひ、自分たちの植えた木の生長を見守って欲しいとお願いしている旨の説明が

あった。 
③揖斐川町商工会から、ダムが出来た経緯やダムの重要性について、見学に来ら

れた子供達に分かり易く説明して頂きたいと要望があった。 
④岐阜県から、各機関で協働して実施されているイベント等について、各機関で

ばらばらに広報するのではなく、例えば水源地域ビジョン協議会として、1 つ

のサイトで広報できれば一般の方に分かり易いのではないかと提案があった。 
⑤岐阜県から、各機関で実施されているイベントが、地域経済の活性化に繋がっ

ているのかという質問があった。 
⑥揖斐川町からこれに対して、サイクリングイベント等に参加された方が徳山会

館で昼食をとられ、地域にもお金が落ちていること、また、参加者の方がその

状況を SNS にアップされ、それを見て来られるお客様も増えてきていること
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が報告された。 
⑦揖斐川町から、数年前まではイベントを自前で実施していたが、最近は民間の

旅行会社を巻き込んで実施することが出来ており、地域にお金を落として貰う

ことが出来つつあると報告された。また、歴史民俗資料館として活用している

旧徳山村の古民家について、研修施設や宿泊施設として利用できないか検討し

ていることが報告された。 
       

５．閉会 
 

                             以上 
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（別紙）

(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、学び、やすらぐ

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る

施 策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

②ダム機能保全のための森林の保全整備

③自然生態系の保全

④環境調査

施 策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

⑥研修の場の提供

⑦健康づくりと安らぎの場の提供

施 策 (3)　広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

⑨教育交流の推進

⑩県境を越えた広域連携

施 策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

⑫新たな産業の振興

施 策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

⑭人材育成

⑮啓発活動の推進

⑯危機管理

⑰交流の場づくり

施策項目

基本方針を踏まえた５つの取組方針と主な方向

目標像を実現するための３つの基本方針

施策項目

施策項目

揖斐川水源地域ビジョンについて

揖斐川水源地域の将来像（目標像）

日本のどまん中を支える日本一の水と森が織りなす流域文化の創造

    － みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して －

施策項目

施策項目
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について(令和元年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

③自然生態系の保全

徳山湖自然環境観察会

揖斐川町

5月から11月まで　土・日曜日を中心に運航　　計画１０日間　実施９日間

内　　　　　容

　水資源機構の船舶「とくまる」で徳山湖を周遊し、周辺の美しい自然環境を観察する
とともに、水源地域の環境保全の重要性を啓蒙することを目的に「徳山湖自然環境観
察会」を実施した。
　今年度は、従来のコースを見直し、午前に揖斐川本流（東谷）、午後に西谷川を回る
コースに変更し、所要時間も８０分間とした。

　１日　３便→　２便　　①１１：００　②１３：３０　　１回あたり　５０分間　→　８０分間

　乗船料金　大人１３００円　　小中学生７００円

　乗船者数　令和元年度　　　７３６人　　 ９日間（台風により１日中止）
　　　　　　　　平成３０年度　１，０６４人　１０日間(台風などにより２日中止）
　　　　　　　　平成２９年度　１，２１９人　１３日間（台風により１日中止）
　
平成２７年乗船者数　　１，８２９人　１４回
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（４）水源地域の魅力の活用した産業振興の振興

⑪　観光の振興

旅行会社主催による揖斐川上流域自然体験ツアーへの協力

揖斐川町、国土交通省　中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム
管理支所、（独）水資源機構　徳山ダム管理所

　　５月１９、２５日　６月８、９日、１０月３１日

内　　　　　容

　徳山自然体験事業の経費削減と民間活力の導入を図ることを目的に、横山ダム（国土
交通省）、徳山ダム（水資源機構）、中部電力（株）、イビデン（株）の協力のもとに、民間旅
行会社のバスツアーを企画開催した。町は、協力機関の調整等を支援した。

令和元年度
　　①　徳山ダムの堤体を歩いて登る＋「とくまる」乗船＋実のなる木植樹現場見学
　　　　　2回開催　参加者　88人

　　②　「とくまる」に乗船して、湖面での撮影会
　　　　　2回開催　参加者　52人

　　③　大正：東横山発電所（イビデン）　+　昭和：横山ダム・横山発電所（国土交通省
            +　平成：徳山ダム（水資源機構）                                             ・中部電力）
　　　　　3回開催　参加者　127人

令和元年度　7会開催　参加者267人
平成30年度　9回開催　参加者297人
平成29年度　5回開催　参加者139人
平成28年度　1回開催　参加者26人

横山ダム・横山発電所

徳山ダム堤体を登る

実のなる木を植えよう大作戦の植栽現場の見学

イビデン東横山発電所（水車）の見学
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について(令和元年度）

写　　　　　真

（４）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

徳山ダム観光放流　　徳山湖Ｅボート体験の実施

揖斐川町

徳山ダム観光放流　　　春：5月4日、5日
徳山湖Ｅボート体験　　一般対象　8月26日　　　活動センター協議会事業　6月～10月

内　　　　　容

　水源地域の魅力を広くＰＲするとともに、下流域からの集客を図るため「徳山ダム観
光放流」を行った。
　また、昨年度、3艇のEボートを町が購入し、活動センター協議会の自然体験プログ
ラムの主軸として、研修にきた学校の児童生徒などに体験活動を行った。

観光放流の来場者　　令和元年度　2,714人（2日間）
　　　　　　　　　　　　　　  平成30年春　1,934人(2日間）
　　　　　　　　　　　　　　  平成29年春　3000人（3日間） 　秋　917人（2日間）
　

Ｅボート体験　　令和元年度　　活動センター協議会486人（16団体）
　　　　　　　　　　平成30年　　1日間開催　62名    　活動センター協議会　213人（8校）
　　　　　　　　　   平成29年　  2日間開催　86人
　　　　　　　　　   平成28年　　3日間開催  113人
 

徳山ダム観光放流の実施 徳山ダム観光放流の実施

徳山湖Ｅボート体験の実施 徳山湖Ｅボート体験の実施
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

生命の水を育む源流域の水環境を保全するための清掃活動等の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体および一般個人

令和元年４月～１２月

内　　　　　容

　水源地域の環境保全を目的に、町、NPO団体、関係諸団体や地域住民と協働して、
揖斐川上流域の清掃活動、および環境パトロール活動を行った。

・ 揖斐川上流水源地域クリーン作戦（９／２１　雨天中止　後日センター職員で実施）

・ 冠山登山道クリーン作戦
　　　　　　　　　　　　（１０／５に実施　２４名参加）

・ 夜叉ヶ池登山道クリーン作戦（１０／１９　雨天中止　後日センター職員で実施）

・ 徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動
                                                                      （３２回実施）
　 および湖上巡視活動  （８回実施）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

③自然生態系の保全

豊かな野生生物を育む自然環境の保全に向けた植樹活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　　その他関係諸団体および一般個人

令和元年４月～１１月

内　　　　　容

　徳山ダム上流域の荒廃林、工事跡地（コア山）を中心に、郷土産のブナ、トチ、ミズナ
ラ、クルミ等の野生生物の餌となる木（実のなる木）の植栽、保育活動を実施した。

・ コア山下草刈りおよび獣害防止カバーの設置（６/２２　２６名参加）

・ 北和中学校生徒による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４/１５、９/２４　　４６名参加）

・ 第1９回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦（１１/３　５５名参加）

・ 小島・北方各小学校児童による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４/１６、２４、10/７、１１　　５１名参加）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

徳山湖周辺の優れた自然環境を活用した様々な体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　その他関係諸団体

令和元年７月２８日、令和元年１２月７日、令和２年１月～２月

内　　　　　容

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児
童生徒や地域内外の多くの方々に水源地域の重要性や環境保全について学んでもら
う各種体験活動を計画した。

・ 親子サマーデイキャンプ　　　　（７／２８　　１８名参加）
　
・クリスマスデイキャンプ　　　　　（１２／７　　　１１名参加）

・町内の各種団体が実施する研修体験の支援
　　　揖斐川町内の老人クラブの研修体験を実施　（５団体　１８７名参加）

・ 雪とのふれあい体験
　　１月～２月にかけて５回計画　　　雪がなく中止
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑥研修の場の提供

宿泊施設「ふじはし星の家」を利用する児童生徒等の各種研修活動への支援と体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

令和元年５月９日～令和２年２月１日

内　　　　　容

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒および地域内外の各種団体等が実
施する各種研修活動の支援や、自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を実
施した。

・ 小中学校児童生徒やスポーツ少年団等の各種団体が実施する研修活動の支援
・ オリエンテーリングや登山、川遊びや天体観測等の自然環境や施設を活用した体
　 験活動
・ 丸太切りや木の実クラフトづくり等の自然素材を活用した体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　７２団体２，７７７名）

・ 杉原山登山道の整備（登山者5月～10月　　４団体　１２４名）

・ 体験活動案内冊子「プログラムのご案内」の改訂
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（３）広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

揖斐川上下流の小中学児童生徒や一般住民が互いに学び交流できる体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

７月２７日、１０月２６日

内　　　　　容

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源地環境保全研修として実
施するEボート体験や徳山ダム見学を支援した。また、上流域のブナ原生林が残る冠
山を訪れ、森林の役割や動植物の観察など、自然環境のすばらしさと大切さを学ぶブ
ナ林探訪会を計画した。

・ ブナ林探訪会
　　冠山周辺のブナ原生林を訪れ、徳山ダム上流域の植物やそこに生きる昆虫等を
  観察し、森林のもつ役割や水環境について学ぶツアーを計画した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７／２７　雨天中止
・ 水源地環境保全研修としてのEボート体験
　　参加者はグループごとに分かれ、徳山湖でEボート体験を行う。
　Eボートの扱い方や安全な体験をするためのセーフティトークを実施し、
　グループ毎にEボートに乗船し広大な徳山湖内を自分たちで漕艇しな
　がら、森と水環境との関わり、ダムの役割や旧徳山村の歴史について
  学んだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０／２６　　　　　　　　（５８名参加）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　　　　　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムの機能をはじめ治水・利水の大切さ、さらには当センターの活動内容等を広く伝える情報発信

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　　　　　容

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、さらには治水や利水の大切さを多くの方々
に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情報を発信した。

・ 徳山ダムや関連施設の総合案内　　　（団体数　１１２団体　案内人数　３　,７９５名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月末現在
・ 生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （６/２　名古屋市水フェスタ参加　　６８名）

・ 岐阜県恵みの森コンソーシアムイベント「マーサ２１で森遊び」に参加予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２／２９　岐阜市 マーサ２１）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

写　 　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑮啓発活動の推進

豊かな自然環境の保全について学ぶ様々な研修や啓発活動を実施

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　 　容

　多種多様の野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながらそれら
を将来にわたって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定した。

・ 徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
水資源機構徳山ダム管理事務所の竹内所長による徳山ダムの機能や役割等を

中心とした講和を、実のなる木の植樹活動実施日に開催した。
　（１１/３　５５名参加）

・ 小中学校児童生徒への啓発活動
学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせな

がら自然環境保全について学ぶ場を設定した。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

生命の水を育む源流域の水環境を保全するための清掃活動等の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体および一般個人

令和２年４月～１２月

内　　　　　容

　水源地域の環境保全を目的に、町、NPO団体、関係諸団体や地域住民と協働して、
揖斐川上流域の清掃活動、および環境パトロール活動を計画している。

・ 揖斐川上流水源地域クリーン作戦　（９／１９日　実施予定）

・ 冠山登山道クリーン作戦　（１０／３実施予定）

・ 夜叉ヶ池登山道クリーン作戦　（１０／３１実施予定）

・ 徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動
                                                                      （原則　週１回　実施予定）
　 および湖上巡視活動   （原則　月１回　実施予定）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（１）日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

③自然生態系の保全

豊かな野生生物を育む自然環境の保全に向けた植樹活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　揖斐川町　揖斐自然環境レンジャー　　その他関係諸団体および一般個人

令和２年４月～１１月

内　　　　　容

　徳山ダム上流域の荒廃林、工事跡地（コア山）を中心に、郷土産のブナ、トチ、ミズナ
ラ、クルミ等の野生生物の餌となる木（実のなる木）の植栽、保育活動を計画している。

・ コア山下草刈りおよび獣害防止カバー等の設置（６/６､ ６/２０、９/１２ 　実施予定）

・ 北和中学校生徒による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４月、９月　　実施予定）

・ 第２０回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦　　　　（１０／１７　実施予定）

・ 谷汲小・北方小学校児童による苗木のホームステイ活動と植樹活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４月、１０月　　実施予定）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

徳山湖周辺の優れた自然環境を活用した様々な体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　その他関係諸団体

令和２年８月４日、令和３年１月～２月

内　　　　　容

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児
童生徒や地域内外の多くの方々に水源地域の重要性や環境保全の学んでもらう各種
体験活動を計画している。

・ 親子サマーキャンプ　（８／１，２　　実施予定）
　
・町内の各種団体による研修活動
　　　　　　　　　　　　町内の老人クラブの体験研修を実施予定

・雪とのふれあい体験
　　　　　　　　　　　　　　１月～２月にかけて５回実施予定
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（２）日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑥研修の場の提供

宿泊施設「ふじはし星の家」を利用する児童生徒等の各種研修活動への支援と体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

令和２年５月９日～令和２年１１月６日

内　　　　　容

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒および地域内外の各種団体等が実
施する各種研修活動の支援や、自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を計
画している。

・ 小中学校児童生徒やスポーツ少年団等の各種団体が実施する研修活動の支援
・ オリエンテーリングや登山、川遊びや天体観測等の自然環境や施設を活用した体
　 験活動
・ 丸太切りや木の実クラフトづくり等の自然素材を活用した体験活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月末段階　　５２団体が予定）

・ 杉原山登山道の整備
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（３）広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

揖斐川上下流の小中学児童生徒や一般住民が互いに学び交流できる体験活動の実施

生命の水と森の活動センター協議会　

７月１９日、１０月２４日

内　　　　　容

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源地環境保全体験として実
施するEボート体験や徳山ダム見学を支援する。また、上流域のブナ原生林が残る冠
山を訪れ、森林の役割や動植物の観察など、自然環境のすばらしさと大切さを学ぶブ
ナ林探訪会を計画している。

・ ブナ林探訪会
　　冠山周辺のブナ原生林を訪れ、徳山ダム上流域の植物やそこに生きる昆虫等を
  観察し、森林のもつ役割や水環境について学ぶツアーを計画している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７／１９　　　実施予定
・ 水源林保全体験
　　広大な徳山湖をEボートを操りながら、湖面から森や徳山ダムの広さ、大きさを体感
　し、森やダムの役割や旧徳山村の歴史などを学ぶ体験を計画している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０／２４　　実施予定
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムの機能をはじめ治水・利水の大切さ、さらには当センターの活動内容等を広く伝える情報発信

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　　　　　容

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、さらには治水や利水の大切さを多くの方々
に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情報を発信する。

・ 徳山ダムや関連施設の総合案内

・ 生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （名古屋市水フェスタ参加予定）

21



※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について（令和２年度）

写　　　　　真

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

啓発活動の推進

豊かな自然環境の保全について学ぶ様々な研修や啓発活動を実施

生命の水と森の活動センター協議会　

通年

内　　　　　容

　多種多様の野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながらそれら
を将来にわたって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定する。

・ 徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　　 水資源機構徳山ダム管理事務所の竹内所長による徳山ダムの機能や役割等を
　中心とした講和を、実のなる木の植樹活動実施日に開催する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０/１７　実のなる木の植樹活動日に実施予
定）

・ 小中学校児童生徒への啓発活動
　　 学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせな
　がら自然環境保全について学ぶ場を設定する。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底
質の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査
結果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載している。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　　　　　真

令和元年度　活動報告について

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

(独)水資源機構

令和元年４月　～　令和２年３月

水質調査 調査地点

塚地点

門入地点

戸入地点

基準地点

鶴見地点

扇谷地点
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和元年度　活動報告について

写　真　な　ど

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪観光振興、⑬情報発信

洪水吐きゲートからの放流（徳山ダム観光放流）

揖斐川町、(独)水資源機構

５月３日～４日

内　　　　　容

・出水時期に備えた洪水吐きゲートからの点検放流をゴールデンウイーク中に開催すること
により、多くの方々に徳山ダムに来訪いただきダムの役割や仕組みに関心をもっていただく
とともに、周辺の美しい自然環境を堪能していただいた。（２日間で約３，０００名来訪）

洪水吐きゲートからの放流を見学する方々
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図るため、水源地
域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行った。

・民間旅行会社と連携して徳山ダム堤体登坂体験とコア山上陸（植樹体験）、新緑の徳山
湖写真撮影ツアーが企画販売され、名古屋方面などから全日程で合計９１名参加された。

・徳山ダム堤体登坂体験ツアーは、今般はじめて堤体登坂とともに洪水吐きからの点検放
流を実施し、ツアー参加者に大変好評だった。

写　真　な　ど

令和元年度　活動報告について

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑪観光振興、⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

揖斐川町、(独)水資源機構、民間旅行会社

５月１３日（月）、１８日（土）

徳山ダム堤体登坂体験ツアー（登坂前に洪水吐きからの点検放流を実施）

民間旅行会社の特別企画ツアー広告
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和元年度　活動報告について

写　真　な　ど

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

徳山湖自然風景写真撮影会、揖斐川のダムと発電の歴史巡り旅

揖斐川町、(独)水資源機構

５月８日、５月１５日、１０月３０日、１１月１日（写真撮影会）

内　　　　　容

・豊かな自然環境に包まれた徳山湖周辺の美しい風景を船上から撮影いただき、揖斐川町
の魅力と美しい自然環境保全の取り組みのＰＲにつながるよう一般の風景写真愛好家を募
り「徳山湖自然風景写真撮影会」を揖斐川町と共催した。（春、秋とも満員の応募参加が
あった。）

・「徳山湖自然風景写真撮影会」のほか、民間旅行会社が写真講師が同行する徳山湖の
風景写真撮影と徳山ダム見学ツアーを企画販売し好評だった。

・大正、昭和、平成時代にそれぞれ建設された「揖斐川のダムと発電の歴史を巡る旅」を揖
斐川町と連携して企画し、民間旅行会社で販売され好評だった。

春の写真撮影会（５月８日、１６日開催）

１６４名参加

揖斐川のダムと発電の歴史を巡る旅（９月２７日、９月３０日）１２７名参加

秋の写真撮影会（１０月３１日、１１月１日開催）

１４２名参加
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

平成28年度

平成29年度

※令和元年度は12月まで

18,247

24,196

令和元年度　活動報告について

平成30年度

25,121

20,049

写　真　な　ど

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

徳山ダムＰＲ

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会

通年

内　　　　　容

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放している。
　（積雪の場合一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、9:00～17:00　　土日祝日も実施。
　また、土日祝日は、管理所１階会議室をＰＲ施設として開放し、ダム関係資料および
　ＤＶＤ映像放映を行っている。

・グループ見学は、５月から１１月にかけて約５，６００名超を案内

・徳山ダム　ダムカードの配布（約２万枚）
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布している。（令和元年度）
　（ダムの一般開放時に管理所１階受付で配布）

令和元年度 19,828

平成27年度

水の日（8月1日）特別見学会に「ミナモ」も見学グループ見学の徳山ダム案内

徳山ダムカード配布枚数の推移

（年間２万枚配布）
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底
質の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調
査結果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載していく。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　　　　　真

令和２年度　活動計画

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

(独)水資源機構

令和２年４月　～　令和３年３月

水質調査 調査地点

塚地点

門入地点

戸入地点

基準地点

鶴見地点

扇谷地点
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和２年度　活動計画

写　真　な　ど

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪観光振興、⑬情報発信

洪水吐きゲートからの放流（徳山ダム観光放流）

揖斐川町、(独)水資源機構

５月３日（日）、５月４日（月）

内　　　　　容

・出水時期に備えた洪水吐きゲートからの点検放流をゴールデンウイーク中に開催すること
により、多くの方々に徳山ダムに来訪いただきダムの役割や仕組みに関心をもっていただく
とともに、周辺の美しい自然環境を堪能していただく。（２日間で約３，０００名来訪目標）

・来訪される方々に再度来訪いただけるよう水源地域の魅力や活動をパネル展示やポス
ター等で紹介する。

遠方から多くの方々が来訪 ダム管理所内パネル展示をご覧になる方々

水源地域で展開する活動を紹介（西美濃サイクルツーリズム、徳山湖自然風景写真撮影会）
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くため、揖斐川町、
民間旅行会社と連携して魅力あるインフラツーリズムを企画販売し、啓発するとともに地域
振興につなげる。

・好評いただいているインフラツーリズムを揖斐川町、民間旅行会社と連携して実施する予
定。
　○徳山ダム堤体登坂体験とコア山上陸（植樹体験）ツアー
　○新緑の徳山湖写真撮影ツアー
　　※秋季は連絡船（とくまる）整備予定のため、実施しません。

写　真　な　ど

令和２年度　活動計画

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑪観光振興、⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

揖斐川町、(独)水資源機構、民間旅行会社

徳山湖自然風景写真撮影会　５月　８日（金）、１３日（水）
徳山ダム堤体登坂ツアー　　５月２０日（水）、２９日（金）

徳山ダム堤体登坂体験ツアー（登坂前に洪水吐きからの点検放流を実施）

徳山湖自然風景写真撮影ツアー コア山での実のなる木植樹体験
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和２年度　活動計画

写　真　な　ど

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑮啓発活動の推進

ダム見学会の実施

(独)水資源機構

８月第１週（水の週間）

内　　　　　容

・豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を
行う。

・徳山ダム見学会
　水の週間のイベントとして、ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を
対象に実施。
　子供たちに人気の岐阜県マスコット「ミナモ」の来訪（ダンス披露、ミナモグッズ販売）や地
元商店に出店してもらい見学会を盛り上げる。

ダム内部での説明状況

岐阜県のマスコット「ミナモ」グッズ販売

昨年の水の日 徳山ダム特別見学会ポス

町内業者による「かき氷」販売
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和２年度　活動計画

写　真　な　ど

(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進

②ダム機能保全のための森林の保全整備、⑧活動を通じた上下流交流

苗木のホームステイ・実のなる木を植えよう大作戦

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター協議会、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川
町、

６月～１０月

内　　　　　容

・揖斐川水源地域全体にトチノキ、ナラ、クリ、ブナなどの野生動物の餌となる「実のなる
木」を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様
性豊かな森林づくりに引き続き継続して努める。

・生命の水と森の活動センター協議会等が主催するコア山での植樹、保育活動について協
力を行う。

　○実のなる木を植えよう大作戦
　　下草刈り　　６月下旬、
　　植樹作業　１０月１８日（日）
　　※来年度は、連絡船とくまる整備予定のため、例年１１月３日開催を繰上げて実施

　○苗木のホームステイ（植樹）
　　揖斐川町内小中学生（９月～１０月）

苗木のホームステイ：北和中学校（９月24日） 苗木のホームステイ：小島小学校（10月７日）

実のなる木を植えよう大作戦（11月3日）苗木のホームステイ：北方小学校（10月11日）

令和元年度に実施した苗木のホームステイ、実のなる木を植えよう大作戦」活動
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動状況について（平成３１年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

ダム見学会の通年実施

国土交通省中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

通年（基本開庁日 （１月末現在））

内　　　　　容

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会
を行い、ダムの概要、役割を始め、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操作等について
説明し、ダム事業への理解を深めていただいた。
　平成３１年度は ９７４ 名（令和２年１月末現在）の方が見学。
　また、ダムカードは ６，８７６ 枚（令和２年１月末現在）配布。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動状況について（平成３１年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

森と湖に親しむ旬間（通称“もりみず”）　イベント

国土交通省中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

令和元年７月２１日～７月３１日（イベント開催日７月２７日（土）を予定していた）

内　　　　　容

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむ
ことにより、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間
や社会生活に果たしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年
７月２１日から７月３１日までを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを
中心に各種行事を行っている。
　横山ダムにおいても、同旬間中の７月２７日（土）に、ダム内部の見学会を始め、災
害対策車両（排水ポンプ車、照明車）の展示、同説明、建設当時のビデオ放映等を行
うとともに、今年度は中部電力（株）の協力を得て横山発電所も見学ルートに組み込
んだイベントを予定していたが台風６号の接近上陸が予想されたため中止となった。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(令和２年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

ダム見学会の通年実施

国土交通省中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

通年（基本開庁日 ＋ 閉庁日数回）

内　　　　　容

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会
を行い、ダムの概要、役割を始め、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操作等について
説明し、ダム事業の理解を深めていただく。
　見学会は基本開庁日とするが、団体等については、閉庁日も極力対応していく。
　ダムカードは一年を通じ、８：３０～１７：１５の時間帯における来庁者（希望者）に配
布する。
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画について(令和２年度）

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　　　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

森と湖に親しむ旬間（通称“もりみず”）　イベント

国土交通省中部地方整備局　木曽川上流河川事務所　横山ダム管理支所

令和２年７月２１日～７月３１日（イベント開催日は７月２３日（木）海の日を予定）

内　　　　　容

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむ
ことにより、心身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間
や社会生活に果たしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年
７月２１日から７月３１日までを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを
中心に各種行事を行っている。
　横山ダムにおいても、同旬間中の７月２３日（木）海の日（予定）に、ダム内部の見学
会を始め、災害対策車両（排水ポンプ車、照明車）の展示、同説明、建設当時のビデ
オ放映等を行うとともに、平成３０年度に引き続き中部電力（株）の協力のもと、横山発
電所の見学会も計画している。

平成３１年度に配布したチラシ
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体及び関係自治体の活動報告について

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

令和元年度　活動報告について

(2)　日本一の水と緑に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

Ｅボート体験、ものづくり体験、徳山ダム見学の実施

名古屋市上下水道局

令和元年１０月２６日

内　　　　　容

【水源地探検隊】

　名古屋市上下水道局給水区域内の小学生と保護者を対象に、Ｅボートによる徳山
湖周辺の水源林観察や徳山ダムの見学などを通して、水源地の自然の豊かさや保全
の大切さを学ぶ機会を提供しました。

参加人数：２９組５８名

※実施におきましては、生命の水と森の活動センター、（独）水資源機構徳山ダム管
理所にご協力いただいています。

Ｅボート体験のようす Ｅボート体験のようす

ものづくり体験（バードコール）のようす 徳山ダム見学のようす
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体及び関係自治体の今後の活動計画（状況）について

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

【水源地探検隊】

　名古屋市上下水道局給水区域内の小学生と保護者を対象に、Ｅボートによる徳山
ダム周辺の水源林観察や徳山ダムの見学などを予定。

参加予定人数：３０組６０名

写　　　　　真

令和２年度　活動計画（状況）について

(2)　日本一の水と緑に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

Ｅボート体験、ものづくり体験、徳山ダム見学の実施

名古屋市上下水道局

令和２年１０月２４日

Ｅボート体験イメージ Ｅボート体験イメージ

ものづくり体験イメージ 徳山ダム見学イメージ
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体及び関係自治体の今後の活動計画について

※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和元年度　活動報告について

写　　　　　真

（4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域の観光振興と地域活性化を図る。

西美濃広域観光推進協議会

平成31年4月～令和2年3月

内　　　　　容

１　国内観光プロモーション
　⑴　2019よい仕事おこしフェアへの出展（令和元年10月7日～8日）
　　　東京国際フォーラムんいおいて、西美濃ブースを設け、ポスター掲示や観光ＰＲを実施した。
　　（来場者数　47,600人）
　⑵　大阪梅田ディーズスクエアでの観光物産展（令和2年2月13日～14日）
　　　大阪梅田のディーズスクエアでの観光ＰＲ及び特産品販売を実施した。

２　ぎふ西美濃スタンプラリー事業
　⑴　西美濃KAMON（家紋）スタンプラリーの実施（令和元年9月14日～12月20日）
　　　西美濃ゆかりの武将にまつわる場所を巡るスタンプラリーを実施し周遊を促進した。
　　　（10か所踏破賞　359人、スマホスタンプ数　1,114個）

３　関係事業者連携事業
　⑴　ぎふ西美濃桜めぐりの旅（平成31年4月）
　　　東海旅客鉄道㈱、名阪近鉄旅行㈱と連携し、春の西美濃を巡るツアーを実施した。
　　　（7日間実施、625人送客）
　⑵　ぎふ西美濃桜めぐりの旅（令和2年3月）
　　　東海旅客鉄道㈱、名阪近鉄旅行㈱と連携し、春の西美濃を巡るツアーを実施予定。
　　　（4日間実施予定）
　⑶　西美濃さわやか涼景名所めぐり（令和元年9月）
　　　㈱名阪近鉄旅行と連携し、夏の西美濃を巡るツアーを実施した。
　　　（2日間実施、49人送客）
　⑷　中部国際空港展示（令和元年11月～1月）
　　　中部国際空港㈱と連携し、グローバルラウンジ内で冊子やポスターの掲出等を実施した。

４　歴史観光PR事業
　⑴　PR統一ロゴマークの制作
　　　関ヶ原合戦420年を象徴するロゴマークを制作し、西美濃市町で開催するイベントポスター等に掲載した。
　⑵　武将隊等を活用したPR
　　　秋を中心に西美濃市町で開催されるイベント等に武将隊を出演させ、戦国機運を高めた。

５　海外観光プロモーション
　⑴　香港国際旅遊展2019への出展（令和元年6月13日～16日）
　　　ブースの出展および旅行社商談会へ参加し、海外からの観光客の誘客を図った。
　⑵　2019台湾日本の観光物産博への出展（令和元年6月19日～23日）
　　　ブースの出展および旅行社商談会へ参加し、海外からの観光客の誘客を図った。

６　海外トップセールス事業
　　西美濃12市町の首長等による台湾現地旅行関係企業等へのトップセールスを実施した。（令和元年7月1日～3日）

2019よい仕事おこしフェア

海外トップセールス

香港国際旅遊展2019

関ケ原合戦420年ロゴ

43



揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体及び関係自治体の今後の活動計画について

※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

令和２年度　活動計画について

１　観光客誘致促進キャンペーン事業
　⑴　首都圏プロモーション（ツーリズムEXPO2020）
　　①　と　　き　　令和2年9月10日～12日
　　②　と こ ろ　　東京ビッグサイト
　　③　内　　容　　ＰＲブース設置、観光PR等
　⑵　関西圏プロモーション
　　①　と　　き　　令和3年2月18日（木）～19日（金）
　　②　と こ ろ　　大阪梅田ディーズスクエア
　　③　内　　容　　ＰＲブース設置、特産品販売

２　関係事業者連携事業
　⑴　「ぎふ西美濃桜めぐりの旅」
　　①　と　　き　　令和2年4月1日（月）～4月12日（日）
　　　　　　　　　　　令和3年3月27日（土）～令和3年3月31日（水）
　　②　と こ ろ　　大垣市（舟下り、奥の細道むすびの地記念館、墨俣一夜城、昼食）、垂井町（相川）、神戸町（輪中堤）、
　　　　　　　　　　　揖斐川町（谷汲山華厳寺）、大野町、池田町（霞間ヶ渓）、本巣市（淡墨桜）　等
　　③　内　  容　　ツアー催行にあたるバスの運行手配

　⑵　「西美濃さわやか歴史名所めぐり」
　　①　と　  き　　令和2年7月～9月
　　②　と こ ろ　　大垣市（たらい舟、記念館、昼食）、養老町、関ケ原町（岐阜関ケ原古戦場記念館）等
　　③　内　  容　　ツアー催行にあたるバスの運行手配

３　西美濃観光情報発信事業
　⑴　ホームページのリニューアル
　　①　と　　き　　令和2年12月
　　②　対　　象　　日本人観光客及び英語、中国語圏からの訪日外国人観光客
　　③　内　　容
　　　1）　本市に訪れる観光客の行動調査
　　　　　　西美濃の主要観光地に訪れる観光客を対象に行動パターン等を調査・分析し、各種事業に反映。
　　　2）　スマートフォンサイトの再構築
　　　　　　スマートフォンで西美濃の観光地の確認やＡＩによるモデルコースの提案、通信手段の紹介ができるサイトを構築。
　　　3）　ワンストップ予約システムの構築
　　　　　各種サービスの予約ができる機能を構築し、モデルコースの紹介から実際の予約まで完結可能にする。

４　海外観光プロモーション事業
　⑴　台湾トップセールス
　　①　と　  き　　令和2年7月
　　②　と こ ろ　　台湾台北市、台中市

　⑵　台湾現地法人によるＰＲ
　　①　と　　き　　令和2年4月～令和3年3月
　　②　内　　容　　台湾現地法人に委託し、現地の旅行業者へのＰＲを実施。

　⑶　香港国際旅遊展2020への出展
　　①　と  　き　　令和2年6月（2人、3泊4日程度）
　　②　と こ ろ　　香港コンベンション＆エキシビション・センター
　　③　内    容　　ブース出展による観光ＰＲ

内　　　　　容

（4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域の観光振興と地域活性化を図る。

西美濃広域観光推進協議会

令和2年4月～令和3年3月
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

⑩県境を越えた広域連携

ローカル鉄道「養老鉄道」等を活用した新たな魅力発見事業

令和元年8月7日～令和2年2月29日

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

養老鉄道等を活用した西濃圏域全体での、総合的で、魅力ある西美濃観光プランを構
想することを目的とするモニターツアー事業を実施した。
また、同事業を円滑かつ効果的に推進することを目的に、当委員会の委員と当事業の
参画事業者や三重県桑名市を含む、養老鉄道沿線上にある商工会議所の専務理事
や商工会の会長を中心とする地域の産官学民の連携による交流産業戦略推進会議を
構成し、事業実施に必要な事項に関する審議及び協議を行った。
計３回のモニターツアーを実施し、大垣駅から、道中のチェックポイントで地元のおいし
いお菓子を味わいながら、揖斐駅または、池野駅にあるゴールを目指すスタンプラリー
形式のサイクリングツアー、大垣駅からバスで出発し、関ヶ原町と上石津町にある来年
の大河ドラマの主人公「明智光秀」と関ヶ原の戦いにも参加した「島津豊久」のゆかり
の地を観光ガイドと巡るバスツアー、大垣駅から桑名駅に向けて養老鉄道に乗り出発
し、地元ガイドの案内により桑名市内を散策するツアーの各ツアーとも、２０名の参加が
あった。

写　　　　　真

大垣商工会議所　交流産業委員会

内　　　　　容

(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑫新たな産業の振興

地域資源の活用による、交流産業の創出・育成

大垣商工会議所　交流産業委員会

令和2年4月1日～令和3年3月31日

内　　　　　容

交流産業の創出・育成に向け、奥の細道むすびの地、水都などの地域資源を活用しな
がら諸事業を実施する。
①「西美濃産業観光読本」（改訂版）の作成（2,000冊増刷）
　揖斐川の水資源を活かした産業（徳山ダム水力発電所等）を紹介。

②全国水都ネットワーク会議への参加
　全国水都ネットワークは、国内各都市が連携して、水辺の魅力づくりに関する情報収
集、情報交換、共同発信などを行い、日本の“水都”ブランド向上をめざすため、大阪商
工会議所が呼びかけ、平成 24年 12 月に設立したもの。大阪はじめ全国の“水都”10
都市（大阪、東京、新潟、名古屋、大垣、近江八幡、徳島、広島、松江、柳川）が参画。

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画（状況）について(令和２年度）

「西美濃産業観光読本」（改訂版）

定期船に乗車して視察
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

内　　　　　容

多くの方々に発電所の機能や役割を理解していただくことを目的に、　「揖斐川のダム
と発電の歴史めぐり旅」にて横山発電所の見学会を実施。
 
見学者　９月２７日（金）　８７名
　　　　　　　　３０日（月）　４０名

写　　　　　真

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

水力発電所の役割や機能を紹介し、理解を深めていただく

中部電力株式会社

令和元年９月２７日（金）３０日（月）

活動報告

発電所見学会の様子
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

⑪観光振興

いびがわマラソンの運営協力

令和元年11月10日（日）

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

　
　　【実施内容】・当日の給水係員協力、給水所用地および飲料水の無償提供
　
　　【参加人数】・当日の給水係　5人
 

写　　　　　真

中部電力株式会社

内　　　　　容

（４）水源地域の魅力を活用した産業の振興

活動報告

○ いびがわマラソン 給水係員協力状況
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施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について（令和元年度）

活動報告

写　　　　　真

　　　水難事故防止PR

　　　・水難事故防止PR用チラシ、文具、ポケットティッシュの配布

　　　・のぼり設置

（５）みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑮啓発活動の推進（水難事故防止PR活動）

揖斐川筋の漁協・小学校・教育委員会に対して水難事故防止PR活動を実施。
また、河川入川者に対する注意喚起として水難事故防止PRのぼり旗を設置。

中部電力株式会社

令和元年6月

内　　　　　容

　〈漁業組合〉
　　揖斐川上流部３漁組に対し水難事故防止PRと水難事故防止PRポケットティッシュ
　　を配布（揖斐川上流・久瀬・揖斐川中部漁組）
　〈小学校〉
　　揖斐川町の流域小学校７校（谷汲・春日・小島・清水・揖斐・大和・北方小学校）に対し
　　水力発電所の働きを紹介すると共に、水難事故防止PRおよび水難事故防止PR文具を配布
　　（文具は小学校１年生を対象に配布）
　〈教育委員会〉
　　流域教育委員会（揖斐川町、大野町、池田町、神戸町）に対し水難事故防止PR
　　を実施
　〈のぼり旗設置〉
　　河川付近へのぼりを設置（西平ダム下流）
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

緑と水の子ども会議（清流の国ぎふ森林環境税）

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

内　　　　　容

揖斐川町の９小学校、３中学校、池田町の２小学校、県立揖斐特別支援学校中学部
において、総合学習等の時間を利用し森林、林業、水環境に関する学習や体験活動
を実施した。
（実施内容）
苗木のホームステイ活動
カワゲラウォッチングによる河川環境調査
森林の働きや水との関係など、森林に関する授業
ネイチャーゲーム、自然観察会
間伐作業の体験
マイはしづくりや木工クラフト（木の実クラフト）づくり
徳山ダムの見学

実施回数　４４回
参加児童・生徒数　延べ１１５９名

令和元年度　活動報告について

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪交流の場づくり

企業との協働による森林づくり

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

内　　　　　容

イビデン（株）、（株）大垣共立銀行、（株）平和堂の３企業が、揖斐管内で行う社会環
境貢献活動（ＣＳＲ活動）に対して支援を行った。
（実施内容）
〇イビデン（株）
　活動場所：東横山（星のふる里ふじはし周辺）
　活動内容：植樹（捕植・獣害防止含む）、下刈りを年３回（春・夏・秋）実施
〇（株）大垣共立銀行
　活動場所：揖斐高原
　活動内容：植樹（捕植・獣害防止含む）、野外観察会、木工教室を年２回（春・秋）実
施
〇（株）平和堂
　活動場所：池田山
　活動内容：倒木除去、下刈り、除伐等の森林整備を年２回（春・秋）実施

実施回数　７回
参加人数　延べ　８８３名

令和元年度　活動報告について

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動報告について
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

緑と水の子ども会議の実施（清流の国ぎふ森林環境税）

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

内　　　　　容

揖斐川町の９小学校、３中学校、池田町の２小学校、県立揖斐特別支援学校中学部
を対象に、総合学習等の時間を利用して森林、林業、水環境に関する学習や体験活
動を実施する。
（実施内容）
苗木のホームステイ活動
カワゲラウォッチングによる河川環境調査
森林の働きや水との関係など、森林に関する授業
ネイチャーゲーム、自然観察会
間伐作業の体験
マイはしづくりや木工クラフト（木の実クラフト）づくり
徳山ダムの見学

実施回数　４４回
参加児童・生徒数　延べ１２００名

令和２年度　活動計画（状況）について

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画（状況）について

（写真は過去の取り組み状
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

写　　　　　真

(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑪交流の場づくり

企業との協働による森林づくり

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

内　　　　　容

イビデン（株）、（株）大垣共立銀行、（株）平和堂の３企業が、揖斐管内で実施している
社会環境貢献活動（ＣＳＲ活動）に対して引き続き支援を行う。
（実施内容）
〇イビデン（株）
　植樹（捕植・獣害防止含む）、下刈りを年３回（春・夏・秋）実施
〇（株）大垣共立銀行
　植樹（捕植・獣害防止含む）、野外観察会、木工教室を年２回（春・秋）実施
〇（株）平和堂
　倒木除去、下刈り、除伐等の森林整備を年２回（春・秋）実施

実施回数　７回
参加人数　延べ　１０５０名

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会委員が所属する関係団体等の活動計画（状況）について

（写真は過去の取り組み状
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※（別紙）の施策及び施策項目より選択して頂き記載をお願いいたします。

施策

施策項目

具体の施策

団体名等

実施時期

(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

サイクルツーリズムイベントでのエイドステーション設置により、参加者へ
ダムの景観をＰＲ

令和元年１１月１７日（日）

令和元年度　活動報告について

　
　自転車愛好家及びサイクリングクラブ関係者等を対象としたサイクルツーリズムイベ
ント『西美濃再来る(サイクル)交流会2019 in Autumn』の実施にあたり、エイドステーショ
ンの一つを徳山ダム管理所前に設置し、参加者（１０９名）に徳山ダムの景観を楽しん
でいただいた。
　
○ねお・いびがわチャレンジルート　９３．８ｋｍ　最大標高差５２２ｍ
　　（道の駅｢織部の里もとす｣～根尾淡墨桜～馬坂峠～徳山ダム～道の駅｢星のふる
　　里ふじはし｣～いびがわマラソンコース(一部)～道の駅｢夢さんさん谷汲｣～みちの
　　駅「織部の里もとす」）

○参加者は９～１０名の小グループで走行し、ルート途上に設置されたエイドステー
　 ションで自転車の整備や小休憩を行った。

※西美濃夢源回廊協議会・・・揖斐郡三町、本巣市、神戸町、大垣市が加入。広域かつ
継続的な観光プロモーション活動を実施。
※令和２年度においても同イベント実施予定

写　真　な　ど

西美濃夢源回廊協議会

内　　　　　容
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 規約 
 
（名称） 
第１条 本会は、「揖斐川水源地域ビジョン推進協議会」（以下「協議会」と

いう）と称する。 
 
（目的） 
第２条 協議会は、揖斐川水源地域ビジョンに基づき、徳山ダム上流域を核と

する揖斐川水源地域を流域全体の貴重な財産と位置づけ、水源地域だけ

ではなく、治水・利水の恩恵が及ぶ広域の人達が参画し、揖斐川水源地

域の豊かな自然環境を保全するとともに、適切なダム管理との整合を図

りながら、広大な自然環境、地域の伝統文化、多様な観光資源等の積極

的な利活用を図るため、流域住民、NPO 法人や企業等の各種団体、関係

行政機関、水源地域自治体、ダム事業者等が一体となって、個々の役割

を果たすとともに、相互の連携・協力の下、ビジョンの着実な推進を図

り、もって水源地域の自立的、持続的な活性化に寄与することを目的と

する。 
 
（事業） 
第３条 協議会は、以下の項目について実施するものとする。 

  (1)ビジョンに位置付けた施策の実施状況の確認 
  (2)着実かつ効率的なビジョン推進のための協議・調整 
 (3)生命の水と森の活動センター協議会の事業内容に関する確認や助言・指

導及び活動協力 
 (4)その他目的を達成するために必要な事項 

 
（組織等） 
第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。但し、協議会の中で

了解を得たうえで、運営上必要な委員の増減を図ることができる。 
２ 組織の改編等により委員の組織及び職名等が変更となった場合は、組

織及び職名等を新たな組織及び職名等に読み替え、その職に就いた者が、

協議会の委員を継承する。 
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（協議会の招集及び成立） 
第５条 協議会は、事務局がこれを招集し、揖斐川町長が議長を務める。 

２ 協議会は、委員の過半数の出席を持って成立する。 
３ 委員がやむを得ない事由により会議に出席できないときは、代理人を

出席させることができる。 
 
（協議会の開催） 
第６条 協議会は、原則として年１回開催する。その他、必要に応じて適宜開

催することができる。 
 
（公開） 
第７条 協議会は、原則として公開とする。 
  ２ ただし、議長が必要と認めた場合には非公開とすることができる。 
 
（事務局） 
第８条 協議会の事務局は、揖斐川町に置くこととし、事務局の運営に関し必

要な事項については、独立行政法人 水資源機構 徳山ダム管理所が協力

して実施するものとする。 
 
（雑則） 
第９条 本規約に定めのない事項については、協議会において別途定める。 
 
付則 
この規約は、平成２０年２月１３日から施行する。 
 
付則  
別表の委員について、「命の水と森の活動センター協議会 センター長」を追

加する。 
この規約は、平成２７年１１月２６日から施行する。 
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分　　　類 区　　　分 所　　属　・　役　　職

各種団体 関連地元事業者 揖斐郡森林組合　組合長

一般財団法人 いびがわ　理事長　

関連団体 生命の水と森の活動センター協議会　センター長

ＮＰＯ 揖斐自然環境レンジャー　理事長

西美濃広域観光推進協議会　事務局長

大垣商工会議所　交流産業委員長

揖斐川町商工会　会長

関連企業
中部電力株式会社　再生可能エネルギーカンパニー
岐阜水力センター　揖斐水力管理所長

イビデン株式会社　エネルギー統括部　統括部長

関係行政機関 国土交通省 中部地方整備局　河川部　河川保全管理官

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所長

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所  横山ダム管理支所長

林野庁 中部森林管理局　岐阜森林管理署　次長

関係地方公共団体 岐阜県　県土整備部　河川課長

岐阜県　都市建築部　水資源課長

岐阜県　揖斐県事務所長

岐阜県　県土整備部　揖斐土木事務所長

岐阜県　農政部　揖斐農林事務所長

愛知県　振興部　土地水資源課長

三重県　地域連携部　水資源・地域プロジェクト課長

名古屋市上下水道局 技術本部　計画部 水道計画課長

流域市町代表 大垣市　技監

水源地域自治体 　 揖斐川町長

ダム事業者 水資源機構  中部支社　事業部　ダム事業課長

水資源機構　徳山ダム管理所長

令和2年2月27日現在
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